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空調用室外機を対象にした降灰実験

An Experimental Study on the Operation of Exterior Section of Air

Conditioning Unit Suffer from Ash fall
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　２０１４年の御嶽山では死傷者を出す火山噴火が発生し、それを機に火山災害への関心が急速に高まってい

る。最近でも、草津白根山が小規模噴火を起こし死者が発生した。一方、富士山の宝永噴火のような大規模噴

火を想定したとき、火口周辺の噴石などに加えて、降灰が首都圏を含む広範囲に及ぶと予想されている１）。降

灰の建物への影響に着目すると、降灰荷重による屋根のたわみや崩落、空調用室外機などの空調効率の低下や

腐食、目詰まりによるフィルタの交換時間の短縮など、さまざまな被害状態が懸念される。このため、筆者ら

は、それらを統合的に評価するため、降灰被害予測コンテンツの開発を行っている２）。本研究では、建物の空

調機能を維持するために重要となる空調用室外機を対象に、火山灰の降下直後を想定した実験を行い空調用室

外機の稼働状態を検討した。 

 

　降灰深が約５０ｍｍまでの実験結果をまとめると、降灰深の増加に伴い熱交換器のフィンに火山灰が付着し

て通風抵抗が増加し、ファン運転電流にわずかな上昇が見られた。しかし、湿潤状態で降灰深が約５０ｍｍの

ケースを除くと、空調用室外機はほぼ正常に稼働することを確認した。今後は、病院、庁舎など重要施設を対

象に、降灰深に応じた建物機能への影響事例を作成し、自治体など防災担当者を支援するための情報ツール開

発に繋げる予定である。 
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